
市立三次中央病院 Miyoshi Central Hospital 190-0011 [20170307] 

※状態に応じて予定は変更になる場合があります。ご質問、ご不明な点などありましたら、担当看護師におたずねください。 2020 年 11 月 12 日 

 

PD(腹膜透析)腹膜炎で入院された患者様へ 氏名：@PATIENTNAME 様 

 
1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目 7 日目 8 日目 9 日目  

入院当日 入院 2日 入院 3日 入院 4日 入院 5日 入院 6日 入院 7日 入院 8日 退院日 

日付 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

食事 腹膜透析食です。（腹痛が強い場合は絶食です。飲水制限がある場合があります。） 

活動 痛みがなければ制限はありません。 

清潔 シャワー浴ができます。（腹痛が強い間は、看護師が清拭のお手伝いをします。） 

注射 点滴があります。  

内服 持参されたお薬は続けて内服してください（中止薬がある場合があります。） 
抗生剤の内服が 

開始になります。 

検査 

採血・排液検査・心電図・ 

胸腹部レントゲン・鼻腔

MRSA 検査等が必要時あ

ります。 

 2・4・6・8 日目に採血があります。毎日排液検査があります。 

 看護師が排液の観察を行いますので、排液は捨てずに見せてください。 
 

 毎日（   ）時に体重測定をします。 

 尿量測定が必要な場合は、方法を説明いたします。 

処置 
接続チューブの交換を 

する場合があります。 

《出口部の消毒・ガーゼ交換》出口部感染や腹痛がない場合は、各自で実施していただきます。 

※腹痛が強い場合は、看護師が実施します。 

透析 

 夜間腹膜透析の方も入院中は貯留する液の濃度・量・交換時間が変更になることがあります。

 バック交換は自宅と同様に、各自に実施していただきます。 

※腹痛が強い場合は落ち着くまで看護師が実施します。 

 抗生剤入りの透析液を 1 日 1 回貯留します。 

 

◆退院後の注意事項 

 次回受診日は  月  日  時  分です。 

 緊急時連絡方法の確認（平日日中は透析室へ） 

 退院時の薬の処方の確認、指導を行います。 

 腹痛・発熱・排液混濁等あれば 

電話で相談してください。 

TEL0824-65-0101 説明 

 バック交換方法・使用機器の点検清掃方法・感染予防対策方法を確認して、 

できていないところは再度説明をします。 

 カテーテル出口部の、洗浄・消毒方法を説明します。 

 緊急時の対応について説明します。（PD 感染症予防ガイドを用いて説明します。） 

 入院中に出口部の写真を撮り、評価をします。 

 


